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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は雌Sprague-Dawleyラットを用いて、cyclophosphamideを腹腔内投与して間質性

膀胱炎モデルを作成し、膀胱炎モデルにおける、ROK阻害剤であるhydroxyfasudilの効果に

ついて、排尿状態のモニタリング、膀胱内圧測定、膀胱切片におけるcarbacholの濃度-収

縮曲線から検討したものである。その結果、hydroxyfasudilを投与した群において、膀胱

内圧測定、等尺性張力実験では排尿筋収縮力を有意に抑制し、排尿行動記録で、一回排尿

量が増加する結果が得られた。以上からhydorxyfasudilは過活動膀胱の治療薬となること

が示唆された。本論文の内容は、従来の抗コリン薬に難治性の間質性膀胱炎に関連した過

活動膀胱に対し、hydroxyfasudilが新たな治療薬になりうる可能性を示唆するものであり、

明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


